
ご意見への対応

「新・日本海北前船構想」の北前船は歴史的な北前船とは何が違うのか。５本の柱との関係性をそれぞれ整
理して、P16の後に記載すると良いのではないか。

「北前船」を出すのは良いと思うが、「北前船」と５つの柱がどのように関わっているかが分かりにくい。「北前
船」の構想が唐突な感じに受け取られないような記載が欲しい。

「新・日本海北前船構想」は、人や物だけでなく文化的な交流を目指すと言うことだが、文化的な交流の位置
付けが、連携するための文化的な交流なのか、文化的な交流そのものが目的なのか分からない。
航路を創設するときに、背景に文化的な結びつきがあると誘致しやすいという話なら、分かりやすい気がす
る。
ビジョンの中で、例えば地域間の親睦を深める場の提供など、文化的な交流をどのように進めていくのか記
載があると具体的になるのではないか。

文化というのは構えて作る物ではない。持続可能性を前提として、他の地域と社会・経済的に繋がっていくこ
とで、文化が醸成され、後世に残っていく。SDGｓのような持続可能性の考え方が根底にあって、結果的にで
きたのが北前船（に象徴される文化）であり、そういったロジックで説明すると別の物が見えてくる。今のビジョ
ンは良い意味でも悪い意味でも固いため、北陸の特徴として、市民や市場が持続可能な形で繋がっていくよ
うな制度設計ができれば良いのではないか。

「新・日本海北前船構想」のネーミングについて、「新」はいつの時代も使われておりインパクトとして少し弱い
気がする。
2030年に向けての構想ということで「2030」という言葉を入れるとか、「スマート北前船構想」にするとか、もう
少しインパクトのある言葉が良いのではないか。

ご指摘を踏まえ、タイトルを「日本海北前船構想2030」としております。

港湾関係の専門家であれば「２面活用」は意味がわかるかもしれないが副題の２面活用型は、一般の方が見
てすぐに日本海と太平洋のことだと分かるようにした方がよいのではないか。

ご指摘を踏まえ、「日本海・太平洋」を追記し、「～広域交流拠点の形成と日本海・太平洋２面活用型国
土の実現～」としております。

航路多元化の検討について、一丁目一番地の施策という割には少し腰が引けているように見える。
「あらゆる方策の可能性について検討を実施する」ではなく、もう少し踏み込めないか。例えば、クルーズの項
にある「関係者と連携してポートセールスを実施する」と同じ記載を追加できないか。

P20＜推進策＞「○航路の多元化」において、関係者と連携して荷主や船社に対するポートセールスを
実施する旨記載しております。

東南アジア航路創設の検討について、明治～昭和戦前期にかけて、ウラジオストクや羅津（らじん）との間に
航路が作られたときも、単独ではペイしなかったためいくつかの港が連携して三角航路を創設した前例があ
る。複数の港湾間の連携による航路の創設は重要な考え方。

P20＜推進策＞「○航路の多元化」に記載のとおり、複数港湾間の連携による航路創設を検討して参り
ます。また、ご指摘を踏まえ、P8「②「北前船」寄港地として繁栄した北陸地域の歴史」において、明治～
戦前期にかけては、北陸地域と朝鮮半島やロシア間において多くの航路が開設され、国内外を繋ぐ広域
交通ネットワークが発展した旨記載しております。

東南アジア航路の図は、フルコンテナ船を前提にしているようにしか見えないが、ダイレクト航路なのだから
フェリーかRORO船しかないのではないか。マルチポートで繋いだのでは、韓国の航路と変わらない。

（参考4）3「（３）航路パターンと貨物量」において、本項で例示する航路はフルコンテナ船を想定している
が、多様な速度帯からなる重層的な航路網の形成も重要であり、国際フェリー・RORO船によるシャトル
航路の可能性も考えられる旨記載しております。

今後10年のことを考えると、東アジアに「加えて」東南アジアが重要になってくると理解している。
P19「①グローバルサプライチェーンを支える海上輸送網の構築」において、今後は、東アジアに加えて
東南アジア諸国の成長力を我が国に取り込むための効率的な物流体系を構築し、エンドユーザーが多
様な海上輸送サービスを選択できる環境づくりを推進することが必要である旨記載しております。

デジタルトランス
フォーメーション

北陸の港湾でcolinsに入っているのは新潟と富山のみだが、サイバーポート化を進めていくことで時間コスト
を切り詰めるとともにシームレスな物流を実現し、より荷物を動かしやすくする必要がある。ただし、BCPの観
点では災害時に急にアナログに戻すことが難しくなってしまうことに留意が必要。

P21「○デジタルトランスフォーメーションの推進による国際港湾物流の効率化 」において、港湾物流手
続等の全ての港湾情報を電子化する「港湾関連データ連携基盤」の利用促進を図るとともに、CONPAS
（新・港湾情報システム）やColins等との接続により、国際コンテナ輸送の利便性向上、国際競争力強化
を図る旨記載しております。

エネルギー
2050年カーボンニュートラルは国政レベルで方針が出されているため、もう少し書き込んだ方が良いのでは
ないか。

P26「④港湾・物流活動のグリーン化による地球環境への負荷の軽減と環境の改善」の＜現状と課題＞
において、我が国は、2050年までに温室効果ガスの排出を全体としてゼロにする「2050年カーボン
ニュートラル」の実現に向けて取組を進めることとしており、温室効果ガスの８割以上を占めるエネル
ギー分野の取組として、再生エネルギーや水素等の活用による脱炭素化が重要となっている旨記載し
ております。

物流のモーダルシフトを進めていくことも循環型社会に資するものなので、記載しても良いのではないか。

モーダルシフトについてもっと記載があっても良いのではないか。

p26の⑤は、ハード・ソフトと書いてあるがどちらかというとハードの話がメイン。海面上昇も10年20年とじわじ
わと進んでくるので、個別の施設ではなく港全体としてみていく必要がある。ハードだけではなく、ソフトも同時
に対応する必要があり、港全体を面としてみる必要がある。

P28「⑤ハード・ソフト一体となった総合的な防災・減災対策の確立」の＜現状と課題＞において、気候変
動による台風の大型化や高潮浸水リスクの増大等が懸念されている中、災害に強い港湾施設の整備等
が緊要となっており、災害発生時の復旧・復興拠点としての機能強化や、複合災害等が発生した場合の
海上交通ネットワークの維持やサプライチェーンへの影響を最低限に抑制するため、港湾全体を面とし
て捉え 、ハード・ソフトが一体となった防災・減災対策の一層の強化を図る必要がある旨記載しておりま
す。

新潟は海岸が多いことから、「グリーンインフラ」の概念に触れても良いのではないか。
人口密集地はコンクリートでしっかり防護し、そうでないところは多少の侵食は許容するといったハイブリッド
での防護というものが求められている。港湾の技術基準でもどのように取り入れるか議論を始めたところ。

P26「④港湾・物流活動のグリーン化による地球環境への負荷の軽減と環境の改善」の＜現状と課題＞
において自然環境が有する多様な機能（生物の生育・生息の場の提供、良好な景観形成、気温上昇の
抑制等）を活用し、持続可能で魅力ある国土づくりや地域づくりを進める「グリーンインフラ」に関する取
組として、沿岸域の藻場等に生息する海洋植物等が炭素を取り込む、いわゆるブルーカーボン生態系
の活用等によるCO2 吸収源対策を図ることが、気候変動への対応策として重要となっている旨記載して
おります。

今回、雪で高速道路が通行止めになったが、日本海側が太平洋側のバックアップを担うのであれば、こういう
ときに関東で地震津波があったらどうするのかと考えると、同時被災のような緊急時でも対応できるように防
波堤や耐震強化岸壁も通常レベルではなくもう少し先をみて、少しずつ防護水準を上げていくという思想が
あっても良いのではないか。

P30「⑥太平洋側での災害発生時の広域的なバックアップ体制の確保」の＜現状と課題＞において、
バックアップ体制の構築に当たっては、日本海側及び太平洋側の複数地域において複合的に災害が起
きるなどの緊急時も想定して、日本海側地域の防護水準を高めていく 必要がある旨記載しております。

RORO船が緊急時に着岸するとあるが、タラップを降ろす際に係船柱が障害になるなどうまく着岸できないこ
とがある。通常時から係船が可能か確認をしておく必要がある。

P31＜推進策＞「○フェリー・RORO船の就航環境整備による物流網のリダンダンシー確保（再掲）」にお
いて、代替輸送も見据えてフェリー・RORO船の就航環境を整備し、平常時からの利用の維持・拡充を図
る旨記載しております。

評価指標

維持管理は、コストを指標にせざるを得ない状況だが、SDGｓへの関与やグリーンインフラ、カーボンニュート
ラルなどの考え方も含め、今後10年の間には、コスト以外にも環境負荷の低減や安全性、地域の発展性など
の指標も出てくる可能性がある。
インフラメンテナンスでは人が減ってくるので、10年後にはコストがかかっても新技術を使うという時代になっ
ているかもしれないので、コスト以外の指標があっても良いのではないか。

P39「Ⅴ．おわりに」において、各推進策の評価に関しては、今後、技術革新やカーボンニュートラル等の
新たな考え方の進展、新型コロナウイルス感染症拡大等の大きな情勢変化により、既存の指標とは異
なる観点から評価が可能となるとなることも考えられ、それぞれの推進策がもたらす成果を多角的に評
価するため、どのような評価が可能であるか継続的に検討するとともに、時流に合わせた新たな施策を
推進する必要がある旨記載しております。

技術伝承
P31に技術伝承とあるが、今後10年の話をしているので、デジタル技術を使った伝承などもう少し長期的な視
点があると良い。

P33＜推進策＞「○港湾建設における働き方改革や若年技術者への技術伝承」において、デジタルデー
タやロボットを活用した熟練技能労働者の技術の伝承等、最新技術も活用しつつ担い手の確保・育成に
取り組む旨記載しております。

メガクルーザーは普通の岸壁で扱うのか、既存のマリーナで扱うのか。実現の時にはどこで扱うか少しイメー
ジを持っておいた方が良いのではないか。

P35＜推進策＞「○関係者と連携したポートセールスの実施、多様なクルーズ商品の形成促進」におい
て、スーパーヨットの寄港促進、受入施設の確保等の誘致施策を検討する旨記載しております。

スーパーヨットは外国人の富裕層がターゲットだが、新たな若い世代も対象にワンナイトクルーズやショートク
ルーズなどについても触れた方が良い。来年（2021年）、金沢でショートクルーズ、ナイトクルーズが行われる
が、ポストコロナ、ウィズコロナの新たなクルーズとして需要が開拓できるかもしれない。

P34「⑧地域資源を活かし多様なニーズに対応したクルーズ振興の促進」の＜現状と課題＞において、
国際観光の回復に時間を要することが予想される中、ウィズ・コロナ社会においては、若者を含む広い
世代をターゲットとした国内観光向けのクルーズ商品の形成が重要と考えられる旨記載するとともに、＜
推進策＞において、ワンナイトクルーズ等、国内の若者を含む広い世代をターゲットとしたショートクルー
ズ商品の形成を促進する旨記載しております。

港の賑わいについて、国、県、市がそれぞれ別々に取組を進めているように見える。みなとオアシスの全国
協議会も大事だが、国県市の連携の視点も入れてはどうか。

P37＜推進策＞「○みなとオアシスを核とした地場産品振興やイベントの開催、オアシス間の連携強化」
において、みなとオアシスを活用し、自治体や地元関係者と連携し た賑わいイベントの積極的な開催や
地場産品購入促進を通して、住民参加型の継続的な地域振興を図る旨記載しております。

P34,35は、誰がどのように進めていくのかを具体的に記載した方が分かりやすいのではないか。

P36「⑨地域と連携した交流拠点の形成による“楽しいみなと”づくり」の＜現状と課題＞において、取組
推進に当たっては、行政を中心としたハード面の取組とともに、国・県・市や関係事業者・団体等の連携
により、民間経営の視点を活かしたソフト面の取組も行っていくことが重要である旨記載しております。
「参考１．北陸港湾ビジョン実現に向けたロードマップ」も踏まえつつ、関係者間において適切な役割分担
のもと、各施策を推進して参ります。

P34に「観光地」とあるが、目的を持って訪れる場所ではなく、普段から何気なく立ち寄って楽しめる場所にな
ることが賑わいに繋がる。

ご指摘を踏まえ、P36＜推進策＞「○背後市街地と連携した魅力的なウォーターフロントの形成」に記載
していた「観光地」を「交流拠点」に修正しております。

＜現状と課題＞に対して＜対応策＞とあるが、ビジョンとして提示しているものなので、より前向きな表現とし
て＜推進策＞としてはどうか。

ご指摘の通り修正しております。

常用漢字に入っていないためだと思うが、「ふ頭」ではなく「埠頭」と記載した方が良いのではないか。 ご指摘の通り修正しております。

P36の３行目に「北陸地域と海外地域の文化的な結びつき」とあるが、文化だけではなく「経済的・社会的・文
化的な結びつき」とする方が、表現として適切ではないか。

ご指摘の通り修正しております。

これからの10年を考えると、ペーパーレスやFintechもキーワードとして入れてはどうか。

ペーパーレスに関しては、P21の＜推進策＞「○デジタルトランスフォーメーションの推進による国際港湾
物流の効率化」において、港湾物流手続等の全ての港湾情報を電子化する旨記載しており、「電子化」
が「ペーパーレス化」と同義と理解しております。
また、Fintechに関しては、P20「○国際物流における情報通信技術活用の進展」において、海外の港湾
や企業におけるブロックチェーン等を活用した情報共有の推進や、Fintechサービスの普及 、５G（第５世
代移動通信システム）の商用化が始まるなど、情報通信技術のさらなる向上や環境変化が予想される
旨記載しております。

用語解説があっても良いのではないか。 用語解説を作成し、参考として掲載しております。

SDGs
国を挙げてSDGｓが謳われている状況でもあるので、ビジョン本編の項目がSDGｓのどの項目に関わっている
のか（番号・マークだけでも）記載した方が良い。

「参考１．北陸港湾ビジョン実現に向けたロードマップ」において、各柱ごとに該当するSDGｓのアイコンを
掲載しております。

P9に北陸新幹線の記載があるが、現状認識として乏しいのではないか。大阪まで延伸する計画があるのは
事実であり、「計画されている」などの記載が欲しい。

P9に、北陸新幹線は、現在建設中の金沢駅～敦賀駅間を含め、将来的に大阪までの整備が計画されて
おり、関西圏とのさらなるアクセス性強化が期待される旨追記しております。

P11の「厳しい」（気象条件）という表現が暗い印象。人や企業が、北陸に来たいと思わなくなる。北陸地域は
地震などの自然災害が他の地域よりも比較的少ない点に触れつつ、激甚化・頻発化を踏まえて今後の対応
が必要であるといった記載ができないか。

P11「⑦厳しい気象条件による自然災害」において、太平洋側地域と比較すると地震や津波等の自然災
害が少ない地域である旨記載していおります。

ビジョンをどのように有効活用していくか記載があると良い。 P39「Ⅴ．おわりに」において、本ビジョンに期待する役割を記載しております。

本ビジョン策定後、どのように周知をしていくのか。また、本ビジョンの評価はどのようにしていくのか。定期的
に進捗を確認する場面があれば、ビジョンが形骸化することもないのではないか。

P39「Ⅴ．おわりに」において、本ビジョンのフォローアップについて記載しております。

P26「④港湾・物流活動のグリーン化による地球環境への負荷の軽減と環境の改善」の＜現状と課題＞
において、モーダルシフトの推進について触れるとともに、＜推進策＞において、「○内貿ユニットロード
輸送航路の充実とモーダルシフトの推進（再掲） 」を記載しております。

P16において、本構想における北前船の考え方を整理しております。

P15「１．北前船から学ぶ持続可能な社会づくり」において、各地域を社会・経済的に繋ぐことにより新た
な文化が醸成され、持続可能な社会の形成が図られるものと考えられ、この考え方が、北陸港湾の目指
すべき姿を実現する上で重要な指針となる旨記載しております。

北陸地域の特徴

第３回　北陸港湾ビジョン検討委員会での各委員のご意見と対応
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